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 (1) 子供は背が伸びてきたから、このサイズの服はもう着られない。 





 (3) a いくら押しても窓があかない。                         
b いくら押しても窓があけることができない。              （ヤコブセン 1989）  
(4) a ボロボロの車だが修理の手間を加えれば、まだ走る。 


















































































 本論は、第Ⅰ部「無標識可能文に対する考察」（第 4章、第 5章）、第Ⅱ部「有標識可
能文に対する考察」（第 6章、第 7章）、第Ⅲ部「無標識可能文及び有標識可能文の位置






第 4章 無対自動詞文による無標識可能文 













次に、第 4 章では、以上のような 6 種類の無対自動詞可能文が共通に持つ意味特徴につ
いて検討した。同時に、この共通の意味特徴は、無対自動詞可能文の成立を制約する条件
でもある。まとめると次のようになる。 
制約 1 実現困難な状況における事態の実現を表す。 
制約 2  話者にとって好ましい事態の実現を表す。 
そして、この制約 1 と制約 2 を踏まえて、先に挙げた無対自動詞可能文の 8 種類が、具




















発揮」という 4 つのタイプにまとめた。このⅠ～Ⅳと有対自動詞可能文の 8 種類との対応関
係を整理すると、次の表 1のようになる。 
表 1 
Ⅰ意図実現 B類、E類  
Ⅱ期待実現 D類、F類、G類  

















第 6章 有標識可能文における意志性とその類型 














































































意志性の関与の仕方 潜在可能文 実現可能文 
意志性 Aが関与するタイプ 能力発動型 
予期型 
実行型 
意志性 Bが関与するタイプ 意図達成型 達成型 








第 8章 無標識可能文の性質について 





























































(b)対象物は変化を被る。 ○ △ 
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点が明らかになった。 
（Ⅲ）意志性との関わり方という新たな分類基準を用いながら、無標識可能文と有標識可
能文の意味・用法分類について再検討した。そして、このような新たな意味・用法
の分類により、無標識可能文と有標識可能文を統一的に捉える観点を確立した。 
（Ⅳ）無標識可能文と有標識可能文という現代日本語における可能表現について、それを
構成する基盤的な意味要素あるいは成立条件が明らかになった。 
（Ⅴ）無標識可能文と有標識可能文はどのように異なるか、あるいは両者が具体的にどの
ような場面に用いられるかという点が明らかになった。このように無標識可能文と
有標識可能文のそれぞれの使用場面を明らかにすることは、両者の差異を明瞭に示
したと同時に、両者それぞれの現代日本語の可能表現の体系における役割も明示し
たといえる。この点については、言語類型論の観点からみれば、他言語の可能表現
と対照する基盤を提供したという意義があると考える。 
（Ⅵ）無標識可能文と有標識可能文のそれぞれの現代日本語可能表現における位置づけが
明らかになり、現代日本語における可能表現について見取り図的な把握ができた。 
●今後の課題 
１．日中対照の観点を取り入れてみると、無標識可能文は肯定文より、否定文のほうが比
較的、無標識可能文として認められやすいということがある。無標識可能文の性質を
さらに厳密に捉えるために、この点について、今後検討する必要がある 
2. 無標識可能文に対する考察にあたって、本研究は主にル形で構成されたもの、すなわ
ち潜在的なタイプを中心に考察を行った。タ形を取ることによって、可能表現として
の性質が失われる傾向があると考えたが、タ形を取る無標識可能文のすべてが、同様
に可能表現としての性質を失うとみてよいかは疑問である。この点についても、今後
さらに検討する必要がある。 
3. 本研究は、現代日本語における可能表現は、「走れる」、「話せる」などのような可能形
式を伴う出来文と自動詞文という形を用いる方法によって可能の意味を表すというこ
とを明らかにしたが、このことは言語類型論の観点から、他の言語との対照の基盤を
提供したといえる。今後、中国語や英語など、多言語と対照しながら、世界諸言語に
おける可能表現の方法について考察していく必要がある。 
4. 本研究では、有標識可能文における形式上の違いを考慮せず、一括して扱ってきたが、
今後、（今回は対象外にした）認識可能文なども含め、有標識可能文における異なる形
式のものの差異を考える必要がある。 
 
